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Ⅰ. tRNA 修飾とその生理機能、および同修飾の破綻による疾患発症機序に関する研究 

 [Biomolecules 12, 1233 (2022); Mol Cell 81, 659 (2021); Sci Adv 7, eabf3072 (2021); Nucl Acids Res 49, 11855 
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Ⅱ. 電子伝達フラビン蛋白の構造と機能解析、蛋白のフォールディングにおける低分子の機能解析 

【教職員および大学院学生】 
役職 氏名・メールアドレス 研究プロジェクト 

教 授 

講 師 

助 教 

特任助教 

特定研究員 

研究員 

研究員 

技術補佐員 

研究生 

研究生 

大学院生（博士課程） 

大学院生（博士課程） 

大学院生（博士課程） 

大学院生（博士課程） 

大学院生（博士課程） 

国費留学大学院生（博士課程） 

留学大学院生（博士課程） 

社会人大学院生（博士課程） 

社会人大学院生（博士課程） 

社会人大学院生（博士課程） 

富澤 一仁（tomikt@kumamoto-u.ac.jp） 

中條 岳志（tchujo@kumamoto-u.ac.jp） 

佐藤 恭介（satok@kumamoto-u.ac.jp） 

永芳 友 

笹尾 明 

榊田 光倫 

金子 瞳 

田代 ゆか 

山村 遼介 

永田 裕子 

松浦 任 

竹本 梨紗 

光浦 智証 

足立 優樹 

松下 昂樹 

Roland Tresky 

Ge Huicong 

井島 廣子 

西口 栞世 

國澤 研大 

研究の統括、Ⅰ 
Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅰ 
 
 
 
 

【連絡先】 Tel: 096-373-5050, Fax: 096-373-5052, E-mail: tomikt@kumamoto-u.ac.jp 
【ホームページ】 http://kumamoto-physiology.jp/ 
【特殊技術・特殊装置】 
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3. 蛍光Ca2+イメージング装置  4. Infrared イメージングシステム 
5. 嫌気分光測定    6. 三次元HPLC 
7.    超高速トリプル四重極型LC/MS/MSシステム 
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